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大 会 発 表 要 旨1996.11.8. 「デザイ ン理論』36/1997

「ヨー ロ ッパ に お け る テ キ ス タイ ル ア ー トの現 状 」

福本繁樹/大 阪芸術大学

1960年 代 以 降 多 彩 な展 開 を み せ た現 代 テ キ

ス タイ ル ア ー トは,今 日 さ ま ざま な課 題 を か

か え た転 機 を むか え て い る。1995年 に 開催 さ

れ た 「第16回 国 際 ロ ーザ ンヌ ・ビエ ンナ ー レ」

が現 代 美 術 全 体 の視 野 で テキ ス タ イル素 材 の

作 品 を と りあ げ,「 テ キ ス タ イ ル と現 代 ア ー

ト」 を検 証 しよ うとす る企 画 だ った。 展 覧 会

コ ミッ シ ョナ ーC・ ベル ナ ー ル 氏 が,「 展 覧

会 の テ ー マ"ク リス ク ロ ッ シ ン グ"(交 差,

矛 盾)齟は,誤 解 の もと とな る用語 「現 代 テ キ

ス タイ ル ア ー ト」 を解体 す る試 み で あ る と と

もに,ビ エ ンナ ー レの矛 盾 に満 ち た成 果 を検

証 す る もの だ」 とカ タロ グ掲載 の イ ンタ ビュー

で語 る よ うに,第16回 展 は,現 代 テキ ス タイ

ル ア ー トの ア イ デ ンテ ィ テ ィの危 機 を 改 あ て

指摘 して,テ キ ス タ イル の 芸 術 と して の位 置

が きわ め て あ い ま いで 不 安 定 で あ る こ とを示

した。

第16回 展 は期 待 はず れ の 入 館者 数 だ った。

そ して次 回 ロー ザ ンヌ ・ビエ ンナ ー レ開催 中

止 が1996年 に公 式 発 表 され た 。主 催者 に よ れ

ば 中止 決 定 の理 由 と して,財 政事 情,州 立 美

術 館 の開 催 受 け入 れ 拒絶 に よ って適 当 な会 場

が な い こと,そ して 第16回 展 の不 人気 の根 拠

を,タ ピス リー に対 す る一般 の 関 心 の低 下 と,

テ キ ス タイ ル ア ー ト動勢 の 沈 滞 に あ る と考 え

る こ とを あ げ て い る。 しか しこの 主催 者 の 中

止 理 由 に対 して は さ まざ まな 反論 が寄 せ られ

て い る。

ロー ザ ンヌ ・ビエ ンナ ー レ中止 は,テ キ ス

タイ ル ア ー トの歴 史 の ク ラ イマ ッ クス シー ン

を みせ た一 場 の終 幕 を象 徴 的 に物 語 る。 一 方

フ ラ ンスで は1994年 に開 催 され た 「国 際 タ ピ

ス リー ・フ ェス テ ィバ ル(Festivalinternat

ionaldelatapisserie)」 が,今 後 ビエ ンナ ー

レ形 式 で 開 催 す る こ とが決 定 さ れ,亜 麻 を素

材 とす る作 品 の第1回 ビ エ ン ナ ー レ(Bienn

aleduLinenHaute-Normandie)も1996年

に開 催 され た。現 代美 術 志 向 の現 代 テ キ ス タ

イ ル ァ ー トが 破綻 した一 方 で,織 り(タ ピス

リー)技 法 や 亜麻 素材 と,作 品 規 定 した ビエ

ンナ ー レが 新 た に 開催 され る よ うに な っ た。

この よ うな 事 例 は,今 日に お け る展 覧 会 開 催

主 旨 に,よ り明確 な アイ デ ンテ ィテ ィが 求 め

られ る よ う にな った こ とを示 す もの だ ろ う。

ローザ ンヌ ・ビエ ンナ ー レの興 亡 の歴 史 を

ふ りか え って み る と,そ こに は テ キ ス タ イ ル

ア ー トば か りで はな く,現 代 の工 芸,い や現

代 美 術 全 体 が か か え る,さ ま ざ ま な今 日 的問

題 点 が 浮 き彫 り に され る。 現 代 テ キ ス タイ ル

ァ ー トの檜 舞 台 と も い うべ き ビエ ンナ ー レが

終 焉 を迎 え た と い う感 傷 的 な思 い も込 あ て,

そ の歴 史 を 検 証 して み た。

1960年 代 か ら興 隆 を み せ た現 代 テ キ ス タイ

ル ア ー トは,以 降 約10年 ご とに顕 著 な展 開 を

み せ る。J・ リュル サ が 中心 とな り,中 世 の

タ ピス リー復 興 を 提 唱 して 「国 際新 旧 タ ピス

リー セ ンタ ー」 を 創 設 し,第1回 国 際 タ ピス

リー ・ビエ ンナ ー レを1962年 に ロー ザ ンヌ で

開 催 した。 この と き展 示 され た の が,高 名 な

画 家 の原 画 を職 人が ゴ ブ ラン織 りに忠 実 に織 っ

た作 品 で あ る。 当 時 マ チ ス,ピ カ ソ,ア ル プ,

ス ー ラー ジ ュ,ヴ ァザ ル リな どが タ ピス リー

原 画 を制 作 した。 と こ ろが ビ エ ンナ ー レ創 設

に 中 心 的 な役 割 を は た し たJ・ リュ ル サ が
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1966年 に急 死 して か らは,展 覧会 の様 相 が急

激 な変 容 をみ せ,ポ ー ラ ン ドの染 織 作 家 の作

品 を中 心 と した、 新 しい 現代 造 形 と して の現

代 テ キ ス タ イ ル ア ー ト(フ ァイバ ー ・ワーク)

が主 流 と な る。 や が て壁 面 の 平面 的 な タ ピス

リー か ら,立 体 的 な造形,空 間 で の展 示 へ と

作 品形 態 が 展 開 し,ア メ リカや 日本 の 作家 が

中心 とな って活 躍 を は じあて,現 代 テ キ ス タ

イ ル ア ー トの隆 盛 期 むか え る。

しか し1970年 代 の後 半,は や くもマ ン ネ リ

化 の兆 しが で て くる。1980年 代 に な る と,マ

ンネ リ傾 向打 開 の た め,第11回(1983年)か

ら第13回(1987年)展 に か け て,展 覧 会 テ ー

マ が そ れ ぞ れ 「空 間」 「彫 刻」 「壁 」 と設 定 さ

れ る。1990年 代 に は,審 査 制 度 改 変,野 外 作

品 展示,そ して展 覧 会 名 称 変 更,コ ミッシ ョ

ナ ー によ る企画 展 な ど が試 み られ る。 なか で

も名称 変 更 は重 大 な意 味 を も って い た。 第14

回 展(1989年)ま で 「国 際 タ ピス リー ・ビエ

ンナ ー レ」 だ った名 称 が,第15回 展(1992年)

は 「国 際 ロー ザ ン ヌ ・ビエ ンナ ー レ,現 代 テ

キ ス タ イ ル アー ト」,第16回 展(1995年)に

は 「国 際 ロ ーザ ン ヌ ・ビエ ンナ ー レ,テ キ ス

タイ ル と現 代 アー ト」 と され た。 展 覧 会 名 に

タ ピス リーの 名 を 改 め て,現 代 美 術 の名 を鮮

明 に し,ビ エ ンナ ー レの 歴史 の矛 盾 が 指摘 さ

れ た第16回 展 を最 後 に,ビ エ ンナ ー レ中止 に

至 った。

「ビエ ンナ ー レの名 称 を 変 え るべ きで はな

い か」 とい う疑 問 は,1973年 の 第6回 展 か ら

毎 回 問題 とさ れて いた 。 しか し名 称 変 更 の 決

行 が第15回 展(1992年)ま で20年 もか か る ほ

ど 「タ ピ ス リー」 の名 が なか なか 捨 て きれ な

か った こ とに注 目す べ きで あ る。「タピス リー」

が,'ヨ ー ロ ッパ に お け る テ キ ス タイ ル ア ー ト

の原 点,ア イ デ ンテ ィテ ィに な って い た と い

う こ と,そ して そ の 「タ ピス リー」 の名 を捨

て た とた ん に,展 覧 会 が破 綻 して しま っ た と

い う こと を確 認 した い。

ヨー ロ ッパ の テ キ ス タ イル アー トは,タ ピ

ス リー(織 物)が メ ジ ャー で あ る一 方,「 染

物 」,っ ま り模 様 染 め技 法 が そ の 歴 史 に欠 落

して い る。 日本 で は染 織 と いえ ば,染 め と織

りの こ とで,展 覧 会 な どで は染 め の作 品 が 半

分 を しめ るが,ヨ ー ロ ッパ で は事 情 が 異 な り,

た と え ば 現 代 染 織 の 国 際 展 に は,模 様 染 め

(防 染 技 法)の 作 品 が ほ とん どな い。

幅 広 く テキ ス タイ ル の歴 史 を研 究 し,精 力

的 に各 分 野 の制 作 に取 り組 ん だ ウ ィ リア ム ・

モ リスを して も,模 様染 め の仕事 はブ ロ ック ・

プ リ ン トに限 られ て い た。 そ の ブ ロ ック ・プ

リ ン トで さえ,も と は とい え ば イ ン ドの方 法

を 導 入 した もの だ った。 ヨー ロ ッパ に は,.防

染 技 法 に よ る模 様 染 め の伝 統 が な く,近 代 に

お いて も手 仕 事 に よ る模 様 染 め の例 が 少 な い。

オ リエ ンタ リズ ムの 巨大 な波 に よ って,無 地

が 主 流 だ っ た ヨー ロ ッパ の服 地 に,染 め模 様

が ドッと は い って き たの だ か ら,服 地 の プ リ

ン ト柄 と いえば,今 日な おエ スニ ック調 と切 っ

て も切 れ な い イ メ ー ジが あ る。

近 代 ヨー ロ ッパ にお け る手 仕事 によ る模 様

染 め の例 と して ブ ロ ック ・プ リ ン トに加 え ら

れ る の が,前 世 紀 末 か らの オ ラ ンダの デ ザ イ

ナ ー に よ るバ テ ィ ックで あ る。 あ と は ほ とん

ど例 が な い。 絞 り,板 締 め,糊 防 染 な どが ほ

ん の一 部 に試 み られ た と は いえ,む しろ ヨー

ロ ッパ文 化 が模 様 染 め技 法 を受 け入 れ る こ と

に 「拒 絶 反応 」 を示 した のだ と断 言 す る ほ う

が 正 確 で あ る。 実 際 そ れ ほ ど乏 しい。 手仕 事

の 染 色技 法 に 関 して は,型 と い え ば モ リスが

復 活 させ た ブ ロ ッ ク ・プ リツ ト,そ れ に手 描

き と いえ ば,1890年 代 に な ってか ら,オ ラ ン

ダの ハ ー レムの 美術 学 校 を 中心 に さか ん に制

作 され た バ テ ィ ッ ク く らい だ った。
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